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Ⅰ．は じ め に
本稿は，経営者の事業観の伝承における事例について考察した内容を述べるものである。具体的に
は，吉本興業株式会社（以下，「吉本」と略称する。その概要については，末尾の資料を参照）の元
会長である林正之助氏（以下，「正之助」と略称する。末尾の資料（写真）を参照）の事例におい
て，彼の事業展開や商品開発に対する考え方（＝事業観）が吉本の芸人やタレントおよび従業員に伝
承（tradition）し，彼（女）らの仕事に対する考え方や行動に影響を与え，それが同社の事業展開の
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経営者の事業観の伝承における一考察 
～吉本興業林正之助氏の事例について「遺伝子の伝承」をメタファーにして～
岡山大学経済学会雑誌３７（２），２００５，３７～５６
－３７－
特徴となって事業成績に結びついている様相について考察した内容を述べるものである。また，この
事例に関する考察においては，今日，新聞や実務家向けの雑誌等で取り上げられることが増えてきた
「遺伝子（gene, genetic factor）の伝承」と呼ばれる生物学（biology）上の現象をメタファー
（metaphor；隠喩）にして考察した内容を述べる。
吉本は，現在，創業当初からの舞台興行をはじめ，国内のテレビ・ラジオ番組の大半に関わってお
り１，「お笑い製造」，「大阪印の元気シンボル」，「商売（＝笑売）上手」，「お笑い業界の独禁法違反会
社」などのいろいろなレッテルが張られている会社である。基本的には，国内の老若男女を顧客にし
て「お笑い」を中心にした「芸能」という目に見えない商品を提供している。別な側面では，常に時
代と業界の先頭を走る先見の明と安いギャラに不満を言いふらす芸人やタレントを離さない魅力を備
え２，その一方で新入社員募集やその研修プログラムまでをも商売にしてしまう会社でもある３。
現在では，芸能興行，テレビ・ラジオ番組の企画・制作，不動産賃貸，飲食などの従来から行なっ
ている事業に加えて，スポーツ選手のマネジメント，地方都市の街おこし４，IT関連（コンテンツ供
給），販売（グッズ，飲料水など），旅行などの事業を積極的に展開している。
しかし，吉本は，このような事業展開を創業時から行っていたわけではない。それは，この会社の
９０年以上の歴史の中で培われ，育まれてきたものである。本稿では，その中で約７０年間，吉本の事業
展開の中心にいた正之助の事業観の伝承に焦点をあてている。むろん，今日の吉本の事業展開が正之
助の事業観の伝承だけで説明できるわけではなく，他にも多様な要因が考えられるであろう。しか
し，正之助が今日の吉本の基礎を築き，そして芸人やタレントおよび従業員に彼の事業観が伝承さ
れ，それが彼（女）らの各自の仕事の価値観や行動の源泉となり，結果的にこの会社の活力が維持さ
れていることは，世間の一般的な認識として異論はないであろう５。
本稿では，上述したように正之助の事業観の伝承について，生物学の「遺伝（heredity,
inheritance）」という概念を援用して説明することを試みている。遺伝とは，親からその子孫へ，親と
相似した「形質（character；生物学では「遺伝形質」という）」が伝承される生物現象である。具体
的には，「遺伝子」に内在された「遺伝情報」が親から子孫へ伝承され，その形質が「発現
（expression）」するのである。よって，伝承する形質をもつ親に相当するのが正之助であり，子孫に
１）やや古い数字であるが，２０００（平成１２）年の１年間に日本国内で吉本興業が関連したテレビ・ラジオ番組の総数
は，２０，７２９本である（２００１（平成１３）年１１月２１日の京都府京北町府立ゼミナールにおける当時の木村常務の講演）。
２）吉本の，とくに正之助のケチぶりは有名であった。例えば，「社史のように金がかかることはいらん。第一，たくさ
ん金を使って作ってもタダでよそへ配るものやと言うやないか。そんな金にもならんことするアホがどこにいる」と
言って社史の発行を許可しなかった。なお，吉本は，正之助の死後，２年後に，社史『吉本の歩み八十年』を刊行
し，１冊２万円の価格をつけ，書店で売り出している（ａ，５０頁）。
３）何でも商売に結びつける姿勢の強い会社であることは，新入社員の採用の面でも理解できる。最近では，①通常であ
れば入社希望者に無料で配布する資料を有料にしたこと，②東大卒であれば無条件で入社できるようにしたことがあ
る。①は一部５０００円である。②は，一人いたが，入社の直前に父親（岡山県選出の代議士）の説得を受けて，入社しな
かったそうである（同上の木村常務の講演）。また，③会社説明会も２００５年より有料（１０００円）にしている。
４）スポーツ選手のマネジメントとして，大リーガーの高津臣吾や長谷川滋利のマネジメントを行なっていることは有名
である。また，地方都市との提携による活性化事業には，例えば，金沢市，小樽市，岡山市などの事例がある。
５）「勤続７０年」を豪語していた正之助に関するこの記述については，例えば，難波（１９９１），堀江（１９９５），竹本
（１９９９）などを参照。
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表ａ 調査戦略との関連
条件
方法
Ａ：調査問題のタイプ Ｂ：実際の行動事象に対して研
究者が制御できる範囲
Ｃ：歴史事象ではなく現在の事
象に焦点をあてる程度
 実 験 どのように，なぜ あり あり
 サ ー ベ イ 誰が，何が，どこで，どれほど なし あり
資 料 分 析 誰が，何が，どこで，どれほど なし あり／なし
歴 史 分 析 どのように，なぜ なし なし
事 例 分 析 どのように，なぜ なし あり
出所：イン，邦訳書，７頁より一部加筆して作成。
相当するのが芸人やタレントおよび従業員である。そして，彼（女）らが，正之助の言葉や行動を解
釈することによって，正之助の事業観（＝遺伝子）を伝承し，それが吉本の事業展開に結びついてい
る（＝形質の発現）と想定している。また，正之助の言葉や行動のみを対象に考察を進めるわけでは
ない。正之助が創りあげた彼の遺伝子の伝承を維持・促進している吉本の組織内に構築された制度や
規範などの仕組みにも焦点をあてている。
本稿では，最初に，経営者の事業観の伝承に関する従来の議論について概観し（第Ⅱ節），遺伝子
の伝承について考察する（第Ⅲ節）。そして吉本の歴史や事業の概要，および事業展開の特徴につい
て考察する（第Ⅳ節）。次に，正之助の遺伝子とその伝承における特徴，およびそれを維持・促進す
る組織の仕組みについて考察し（第Ⅴ節），最後に，本稿に残された課題を提示する（第Ⅵ節）。
なお，本稿の記述は，文献と新聞・雑誌記事の渉猟，取引関係者（都市銀行・信託銀行・民間シン
クタンク・広告代理店の吉本担当者）へのインタビュー，および林裕章（元）社長へのインタビュー
等に基いている。また，本稿の記述は，経営学において事例分析あるいは事例研究と呼ばれるもので
ある６。
Ⅱ．経営者の事業観の伝承における従来の議論
今日，新聞や実務家向けの雑誌等においては，遺伝子の伝承をメタファーにして経営現象を述べる
６）本稿における事例分析という調査・分析手法の妥当性については，以下のイン（Yin，１９８４）の説明を参照。イン
は，調査戦略（research strategy）としての事例分析，つまり，問題の設定に対する調査方法の妥当性について，次のよ
うに述べている。それは，「社会科学の調査を行なう上での方法には，実験， サーベイ，資料分析，歴史分
析，事例分析などの方法がある。これらは，それぞれ，調査戦略の条件によってその長所短所が分れる。その条件と
は，Ａ：調査問題のタイプ，Ｂ：実際の行動事象に対して研究者が制御できる範囲，Ｃ：歴史現象ではなく現在の現象
に焦点をあてる程度，である。これらに基づくと，事例分析が望ましい調査戦略とは，「どのように」あるいは「な
ぜ」という問題が設定されている場合，研究者が事象をほとんど制御できない場合，および現在の現象に焦点をあてる
場合，である」と主張している。以上のインの主張している内容をまとめると，表ａのようになる。本稿では，具体的
には，正之助の遺伝子がどのようにして芸人やタレントおよび従業員に伝承するのかについて記述しようと試みてい
る。よって，他にも調査方法は存在するが，インの主張からすれば妥当的な調査方法といえる（イン，邦訳書，１－１１
頁）。なお，本稿の記述は，著者が岡山大学経済学部で行っている授業，「日本企業論Ⅱ」で使用している，松田陽一
（２００２）「吉本興業」『日本企業論Ⅱケースブック』所収，に基づいている。
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ことが増えてきている７。
経営学において，従来，創業者や経営者の事業観や理念等の伝承，あるいはその及ぼす影響につい
て研究し，論じてきたのは，組織論における組織文化論，およびリーダーシップ論におけるビジョ
ン・リーダー論である。
（１）組織文化論８
組織文化論においては，リーダーの言葉や行動，エピソード，伝説や残した遺物等を対象にして研
究が行われている。
例えば，コッター他（Kotter & Heskett，１９９２）は，企業の組織文化と長期的な財務業績との関連に
ついて研究している。その中で，彼らは創業経営者の事業観がいかにして次世代に伝承されるのかに
ついて，①創業者がそのような組織文化を創った，②創業者等がそれを伝承してくれるような人々を
見出した，③それが次々と行なわれていった，そして④この組織文化に共鳴し，理解し，伝承できる
ような人々をいかに幹部として登用するかが鍵である，ということを HP（Hewlett−Packard）社の事
例等から指摘している。
同様に，シャイン（Schein，１９８５）も組織文化の変革において，リーダーが自らの事業観を伝承し
ていくことがいかに重要であるかということを指摘している９。これらは，事業観の伝承がもたらす
効果やそのプロセスについて焦点をあてている。
また，今日，新しい組織観として関心を集めている研究に組織シンボリズム論がある１０。これは，
７）今日，このメタファーを使用している記述や研究は増えている。例えば，『日経ビジネス』２００２年１月７日号では，
「特集１００年企業不屈の遺伝子」というタイトルでウォルト・ディズニー，トヨタ，ネスレなどの企業を取り上げてい
る。この特集では，企業の永続には創業者や経営者の事業観や理念を従業員や顧客に浸透させること，およびそれを維
持していく組織の仕組みづくりが重要であることについて，「遺伝子（の伝承）」をメタファーにして記述している。同
じ観点からの記述として『日経ビジネス』１９９９年１１月１５日号「特集盛田・井深の遺伝子」，日本経済新聞２００２年１０月３０
日号「永続する企業特集」などがある。海外においても，DNAという表現で，Honold, L. and Silverman, R. J., Organizational
DNA : Diagnosing Your Oraganization for Increased Effectiveness , Nalt Book Network, 2003., Baskin, K., Corporate DNA :
Learning from Life, Butterworth−Heinemann, 1998., Ball, J., DNA Leadership through Goal−Driven Manegament , Goals Inst.,
1997.,および Bargatze, G. F., Exploring Corporate DNA ., Griffin Publishing Group, 1999.などがある。これらは，経営者の事
業観や理念の伝承とそれを可能にしている組織の仕組みに着目し，それらと高い企業業績との関連について，DNAを
メタファーにして説明している。また，リーダーシップ論研究の辞書とも呼べる，Bass, B. M., and Stogdill, R. M., Handbook
of Leadership 3rd ed ., The Free Press, 1990. において，chap.35の Leadership Issues for the twenty−first Centuryでは‘The
Genetic Factor’ (p.911)が取り上げられている。
８）本稿に関連する組織文化論については，本稿で提示した文献以外に，例えば，ディールとケネディー（Deal and
Kennedy，１９８２）を参照。
９）シャイン（Schein，１９８５）は，企業組織における事業観をつくり，それを従業員等に浸透させることについてリー
ダーの役割が大きいことや行動が鍵になることを指摘している。シャインはそれらを浸透させるメカニズムを「１次的
植付けメカニズム」と「２次的明確化と強化のメカニズム」とに分けて説明している。前者を構成する要因には，具体
的には①リーダーが注目し，測定し，統制するもの，②危機的事件または組織の危機に瀕するリーダーの反応，③リー
ダーによる慎重な役割モデリング，教育，指導，④報奨や地位を与える基準，⑤募集，選抜，昇進，退職，免職の基
準，があるとしている。後者を構成する要因には，具体的には①組織のデザインと機構，②組織のシステムと手続き，
③物理的空間や建物の正面や建築物，④重要なイベントや人物に関する物語，伝説，神話，寓話，⑤組織の哲学，信
条，憲章についての公式表明，があるとしている（Schein，１９８５，邦訳書，第１０章）。
１０）本稿に関連する組織シンボリズム論については，例えば，坂下（２００２），高橋（１９９８）を参照。
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組織の中の人々の行動は，彼（女）らが意味解釈している日常のシンボリックなものや人々の言葉・
行動によって説明することができる，というものである１１。そこでは，リーダーの言葉や行動，書き
残した物をシンボルとしてどのように意味解釈されているのかについて論じられており，経営者の事
業観の伝承については，前述の研究とは異なったアプローチを提供している。
（２）ビジョン・リーダー論１２
リーダーシップ論においては，リーダーのビジョン創造とそれを組織構成員に普及し，浸透してい
くことの重要性について研究が行われている。具体的には，ビジョン・リーダーと呼ばれる創業者や
経営トップ層の言葉や行動を対象に，彼（女）らのそれらにおける特徴について多くの研究が行われ
ている。
例えば，ナヌス（Nanus，１９９２）は，ビジョン・リーダーの役割として，ディレクション・セッ
ター，チェンジ・エージェント，スポークスマン，ビジョン実現者という４つの役割を指摘してい
る。また，その根底には，①ビジョンには人々を動かす力があること，②それを創造し，率先垂範す
ることが従業員の活力的な行動に結びつくこと，および③②の行為が会社の存続にとって非常に重要
であることを指摘している１３。従来のリーダーシップ論との相違は，対象となるリーダーを限定して
はいるが，ビジョン創造とそれに伴う特徴的な行動の重要性を強調していることである。
１１）組織シンボリズム論の基礎になるシンボリック相互作用（symbolic interactionism）論は，言葉を中心とするシンボル
に媒介される人間の相互作用に焦点をあてて，解釈に基づく人間の主体的なあり方を明らかにしようとする理論であ
る。ミード（Mead，１９３４）の主張に基づいて１９６０年以降，ブルーマー（Blumer，１９６９）や多くの研究者によって展開
されている。この理論は人間をシンボル動物として規定し，シンボルによる人間の主体性を強調し，積極的・創造的存
在としての人間像について，変化・変容するダイナミックな過程としてイメージすることに特徴がある。ブルーマーに
よると，①人間は意味に基づいて行為すること，②意味は社会的相互作用過程において生じること，③意味は人間に
よって解釈されること，という３つがこの理論の前提である。このような観点から，この論者たちは，自我，役割，準
拠集団，コミュニケーション，集合行動，逸脱などの具体的事象に接近している。方法論においては，自然科学的方法
とは異なり，行為者の立場に立って人間の内面を明らかにすることを主眼におき，操作概念よりも感受概念を重視し，
量的資料よりも質的資料を利用するために参与観察を行うことが特徴的である（見田他編（１９８８），４９７－４９８頁）。
１２）本稿に関連するビジョン・リーダー論と同様な指摘をしている文献としては，例えば，コリンズとポラス（Collins and
Porras，１９９４），コリンズ（Collins，２００１）を参照。
１３）ナヌス（Nanus，１９９２）は，この４つの役割について次のように説明している。①ディレクション・セッター（方向
決定者）の役割とは，リーダーは組織が力を合わせて目指す目標を未来と外部環境の領域の中に見出し，そのことを明
言することである。②チェンジ・エージェントの役割とは，リーダーにはビジョンの実現を可能にするために組織内部
環境（人材，資産，設備）の変化を円滑に進めていく責任があることである。③スポークスマンの役割とは，リーダー
は話上手・聞き上手役になって，組織のビジョンについて外部関係者に対して先頭に立って提唱し，啓蒙する必要のあ
ることである。④ビジョン実現者の役割とは，リーダーは指導者の役割を果たしながら，ビジョンの実現に向けて努力
する人たちの手本となることである。
また，ナヌスは，ビジョンの役割とビジョンに期待される効果については，次のように説明している。ビジョンの役
割とは，組織が目指していくべき目的地を明瞭に表現したものである。よって，ビジョンには，①組織内外の人々の注
目を得る力，②その注目を共通の夢－それ自体納得性があって，進むべき方向が見えるような指向感－に絞り込んで行
く力があると説明している。次に，ビジョンに期待される効果とは，①適切なビジョンは人々を魅了し，力を与える，
②適切なビジョンは働く人々の人生に意義をもたらす，③適切なビジョンは超一流の規範をつくりあげる，④適切なビ
ジョンは現在と未来の掛け橋となる，ことであると説明している（Nanus，１９９２，邦訳書，２５－４０頁）。
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Ⅲ．遺伝子の伝承とは
１．遺伝と遺伝子の伝承１４
遺伝という生物現象の一般的な定義は「親から子孫へ，また，細胞（cell）を単位とみて，その次
の世代に体の形や色などの形質の伝わる現象（広辞苑，第５版）」である。生物学的には，生殖行為
をきっかけとして（生殖）細胞の分裂によってこの現象が促進される。その際に，子孫に伝わる親の
形質が遺伝形質と呼ばれ，それを伝える役割を果たすのが遺伝子である。この遺伝形質の内容を遺伝
情報と呼んでいる。よって，換言すると，遺伝とは「親から子孫へ，遺伝子によって遺伝情報を伝
え，その遺伝情報が遺伝形質として（子孫の）個体で発現する生物現象」といえる。
これから考えると，本稿で使用している遺伝子の伝承という表現は生物学的には正確ではない。正
確には遺伝情報が遺伝形質の内容を決定しているからである。この指摘はあるが，生物学的に使用さ
れている遺伝情報を本稿では遺伝子と同義に使用する。それは，生物学においても，遺伝情報は遺伝
子によって規定されていることが明らかになっているからである。具体的には，遺伝情報は遺伝子の
構成要素（生物学的には「因子」という）である DNA（deoxyribo−nucleic acid；デオキシリボ核酸
（有機化合物））と RNA（ribo−nucleic acid；リボ核酸）とが担っており，これらによって規定されて
いるからである。
また，ここまでの記述において「伝承」という表現を使用してきたが，これは「伝え聞くこと。伝
え受け継ぐこと。古くからあったしきたり（制度・信仰・習俗・口碑・伝説など）を受け伝えていく
こと。また，その伝えられた事柄（広辞苑，第５版）」を意味している。
生物学では遺伝子の「伝達（transmission）」という表現を使用することが多い。伝達とは，生物学
においては「興奮がシナプス（synapse：神経細胞の接続部）を伝わること（広辞苑，第５版）」とい
う意味で使用されており，生物学的に特定された要素が伝わる表現になっている。よって，本稿の事
例のように，何かが伝わりそれが次代に何らかの形で発現するという一連のプロセスまでを含んで意
味していることを考慮すれば，伝達よりもむしろ伝承という表現の方がふさわしいといえる。
１４）ここで遺伝形質とは「生物の分類の指標となる形態的な要素・特徴・標徴。とくにメンデル（Mendel,G.Johann）以
降の遺伝学（genetics）では，表現型として現れる形態的・生理的な各種の遺伝的性質（広辞苑，第５版）」である。ま
た，遺伝子とは「遺伝形質を規定する因子。（中略）遺伝子は自己増殖し，細胞世代，固体世代を通じて親から子へに
継代的に正確に受け継がれ，形質発現に対する遺伝情報を伝達する。（中略）遺伝子は安定なものであるが突然変異や
遺伝子組替えによって変化することがあり，以後の世代には変化した遺伝子が伝達されることになる（八杉他編
（１９９６），７５頁）」である。遺伝子の主要な機能には３つの機能がある。それは①自己複製する，②形質発現する，③生
命の根底に存在し続ける，である。①は，自らが増殖することを意味している。②は，親の形質を子・孫の世代間ある
いは細胞間にも伝達することを意味している。③は，生命の維持と進化において安定に，しかし変化しつつ子孫に受け
継がれる化学物質の特異な性質を意味している（岡田他編（１９８９），１頁）。そして，細胞間を遺伝現象によって伝わる
ものが遺伝情報である。遺伝情報は，生物個々の遺伝形質を発現させるもとになる DNA（２本の鎖がお互いに絡まり
あった２重螺旋構造をなしている）と RNAという分子（molecular）の領域にある。具体的には，DNAがコンパクトに
凝縮されて，染色体という形で細胞の核内に情報が蓄積されるのである。この DNAは「アデニン（adenine）とチミン
（thymine）」，および「シトシン（cytosine）とグアニン（guanine）」という２つの塩基（窒素を含む有機化合物）対か
ら構成されている。
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２．遺伝子の伝承のプロセス１５
生物学において遺伝子の伝承のプロセスについては，「転写（transcription）」と「翻訳（translation）」
という２つの段階があり，それらを経て，遺伝情報が親から子孫へ伝承するとされている。
（１）転 写
転写は，さらに「複製（replication）」と転写との２つの段階に分かれている。複製とは，１つの DNA
が細胞分裂の前に自らと同じ DNAを複製する段階である。これによって，生物は遺伝情報の蓄積を
することができる。この蓄積には，先祖の遺伝子からの重複・増幅・転移・挿入・欠失などで作り出
されてきたもの，および変異（variation）によって蓄積されたものがある。
この複製の段階の次に（生殖）細胞分裂が生じ，その分裂した細胞内で DNAから RNAが作られ
る段階が転写と呼ばれている。DNAが担っている遺伝情報は，その大半が RNAに転写され，次段
階で「たんぱく質（protein）」へと伝承される。吉本でいえば，正之助の事業観が従業員および芸人
やタレントに伝承され，彼（女）らによって，記憶され，意味解釈される段階であるといえる。
（２）翻 訳
翻訳とは，遺伝情報が最終的な生物個体のたんぱく質に翻訳，つまり変換される段階である。具体
的には，RNAに転写された DNAの遺伝情報がたんぱく質に変換される段階であり，遺伝子の伝承
のプロセスにおける最終段階である。吉本でいえば，伝承された正之助の事業観を従業員および芸人
やタレントが記憶し，意味解釈した後，それらが彼（女）らの考え方に反映され，現実の行動として
現れる段階であるといえる（図１を参照）。
以上に基づいて，本稿では，正之助の言葉や行動によって彼の事業観（＝遺伝子）が芸人やタレン
トおよび従業員に受け継がれ（＝伝承），それが会社の活力になり，事業展開に結びついている（＝
１５）岡田他編（１９８９），１０－１４頁。
図１ 遺伝子の伝承に関する説明図
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形質の発現）様相について，生物学的には厳密ではないが遺伝子の伝承というメタファーを使用して
述べることにする。
次節では，最初に吉本の社史『吉本八十年の歩み』に掲載してある歴史的な区分を基に吉本の歴史
について，次に吉本の事業と事業展開における特徴について考察する。
Ⅳ．吉本興業の歴史と事業
１．吉本興業の歴史
（１）花と咲くか月と陰るか（明治４５年－昭和９年）
①黎明期（明治４５年－大正６年）
吉本は，１９１２（明治４５）年４月に吉本吉兵衛（後，泰三と改名）・せい夫婦が天満八軒のひとつ
「第二文芸館」を３００円の敷金で経営権を手中にし，寄席小屋の経営をはじめたときから，その第一
歩を踏み出している（ｄ，６頁）。吉兵衛の芸人道楽から家業の荒物問屋は破産宣告を受け，裸一貫か
らの出発であった。寄席小屋の経営はせいが吉兵衛に勧めている１６。
明治初期の大阪演芸界は，落語の笑福亭松鶴らの「三友派」と２代目桂文枝らの「桂派」とが対立
していたが，その競合ぶりが人気をあおり，落語の黄金時代であった（ｄ，１５頁）。
明治後期，１８６８（明治元）年に２８万人だった大阪市の人口は，１９１２年には１３０万人にまで膨張して
いた。これは，日露戦争による重工業の好景気によって地方からの人口流入が増加したことによる。
この当時，落語よりも活動写真や岡田政太郎が率いる「反対派」に代表される無条件に楽しませる演
芸が好まれるようになっていた。後に，吉本はこの岡田一派と提携して寄席小屋の経営を行っている
（ｄ，１６頁）。
このような時代背景でスタートし，吉兵衛の借金をもかかえてはいたが，せいの精力的な働きに
よって，吉本は徐々に経営が軌道にのっていくようになる（山崎豊子『花のれん』を参照）。１９１３
（大正２）年１月には，大阪市南区に「吉本興行部」を設け，興行の企画，出演者の手配等の専門部
１６）１９１０（明治４３）年４月８日，吉本吉兵衛が２４歳で林せいが２０歳のときにこの２人は結婚している。その後，吉兵衛の
実家の荒物問屋は，破産宣告を受けている。せいは，１８８９（明治２２）年１２月５日生まれの３女である。実家は，大阪の
船場で米問屋を営み，１０人兄弟の６番目である。正之助は，１８９９（明治３２）年１月２３日生まれである（ｂ，２７頁）。
なお，当時の芸能界の様相については，以下のような記述がある。「明治維新以降，大阪の演芸界は，歌舞伎，落
語，講談，女義太夫，手品，音曲（三味線と俗曲）があり，その他に相撲，見世物，文楽，二輪加（歌舞伎の即興パロ
ディ芝居），軽口（歌舞伎のパロディを二人の掛け合いで演じる）がある程度であった。１８９７（明治３０）年前後になる
と，壮士芝居，オッペケペー節，喜劇，浪花節がはやりだし，１９０７（明治４０）年にかけて活動写真が人気をえていた。
１９０９（明治４２）年には国産レコードが販売され，女義太夫の代わりに浪花節がさらに人気をえるようになっている（ｂ，２９
頁）。また，演劇の世界では，１９０２（明治３５）年に合名会社となった松竹が一つの勢力をなしていた。松竹は，京都で
５つの劇場を，大阪では道頓堀中座を中心に５つの劇場を経営していた。これに対して，演芸では桂派の落語が人気を
えていたが，１８７４（明治７）年に初代桂文枝が他界すると，桂派とである浪花三友派（反桂派）に分裂した（ｂ，３０－
３１頁）」。
このような状況で吉本は創業したのだが，第二文芸館の開場初日である４月１日の木戸銭は５銭，下足敷物代２銭で
あった。普通１５銭ぐらいが寄席の相場であったから，かなり安い入場料であった。出し物は，落語より物まね，女講
談，曲，剣舞，義太夫などのいわゆる色物と呼ばれるものが多かったようである（ｄ，１２頁）。
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署を創ることになる。これが今日の吉本の原形となる（ｄ，１８頁）。
当時，吉本の経営方針は，財務的には自転車操業的であったが，寄席小屋の量的な拡大をはかって
いくことであった。つまり，既存の寄席小屋を買収してはそれを元に借入れを起こし，次の寄席小屋
を買収するという行動をとっていたのである。１９１４（大正３）年には，大阪市内の「芦辺館」・「龍
虎館」・「松井席」・「都座」等の寄席小屋を買収し，８３人の芸人をかかえるようになった。なお，１９１７
（大正６）年に，せいの実弟である正之助（当時１９歳）が吉本興行部に監督支配人として迎えられてい
る（ｄ，２１頁）。
②大阪制覇：万（萬）歳の台頭期（大正７年－昭和４年）
当時，吉本の経営方針は，引き続き寄席小屋などの演芸館の買収を行い，同時に館名を「○○花
月」に統一すること，および対抗勢力の芸人や落語家の引抜きによって専属の芸人を充実させること
であった１７。とくに，三代目桂文団治と三代目桂米団治等が吉本に移籍し，さらに１９２１（大正１０）年
には，桂春団治も吉本の専属になり，三友派は危機を迎えている。また，南地花月は，その入場料が
８０銭になり，紅梅亭の６０銭を抜いて大阪市内で一番高い入場料の演芸場となった（ｄ，２３頁）。これら
によって，吉本は，質・量ともに大阪市内で一番の小屋主（席主。寄席小屋の所有・経営者）になった。
上述の岡田の死後，吉本は岡田派の分裂による危機に陥ったが，１９２１年２月，桂春団治を筆頭とす
る「吉本花月連」を旗揚げし，小家主から興行主となっている（ｄ，２５頁）。
当時の興行の世界は活動写真が中心であり，大阪市における１ヶ月あたりの全興行入場者数の５割
以上は活動写真の客で占められていた。つまり，従来の落語や諸芸だけでは，すでに客が呼べなく
なっていたのである。その一方で，１９２０（大正９）年，松竹楽劇団（後の松竹少女歌劇 OSK）が発足
し，少女歌劇のブームが起きようとしていた（ｄ，２４頁）。
１９２２（大正１１）年，吉本が所有および提携している劇場と演芸場は，大阪１８軒，堺１軒，京都５
軒，神戸１軒，三宮１軒，名古屋１軒，東京１軒であり，合計２８ヶ所になっている。吉本専属の芸人
の数は，落語家７３名，色物１４名と２０組，東京交替連８名であった（ｄ，２７頁）。この年に，吉本は，専
属の芸人に対して月給制を導入している。芸人の中では賛否があったが，月給制を断り，専属をやめ
た芸人は一人もいなかった。収入に対して不安定で，不明瞭な慣行が横行していた芸人に対して，そ
の後に続く近代的な経営システムを吉本が導入したはじまりといえる１８。
この当時，吉本は落語以外の番組では成功していたが，落語家を大人数かかえており，その落語の
１７）この後，吉本は，１９１８（大正７）年に桂派の主要小屋であった南地法善寺裏の「金沢亭」を買収している。一流の寄
席に一流の芸人を集めるという吉兵衛・せい夫婦の願いは創業７年目に実現している。また，所有している寄席小屋を
すべて「○○花月」と改称し，統一することにした。１９１９（大正８）年には，吉本最大の対抗勢力である三友派の有力
館で大阪の北新地にあった「永楽座」の買収に成功し，「花月倶楽部」と改称している。
１８）月給は，芸人のＡクラスで５０円，Ｂクラスで３０円，Ｃクラスで１２円程度と決められていた（当時，小学校教員の初任
給が４０－４５円であった）。月給をもらうようになった芸人は，泰三・正之助・青山支配人が決めた出演順どおりに，毎
日３軒から４軒の演芸場に出演したようである（ｄ，２７－２８頁）。また，１９２０年の国勢調査では，大阪市の人口は１２５万
人であった。明治初期の５倍になっていた。増加した人口の大半は，周辺農村から工場労働者として大阪に集ってきた
離農者が占めていた。１日平均１２時間以上の労働と低賃金の彼（女）らの生活苦のウサ晴らしは，活動写真であり，理
屈抜きに気軽に低料金で楽しめる娯楽であった。その一方で，落語の人気はますます凋落していき，寄席小屋の経営は
苦しくなっていった。落語よりも大衆娯楽が要求される時代になったのである（ｂ，５７頁）。
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人気が凋落傾向であったために経営的には楽ではなかった。しかし，寄席小屋の格を守るためには，
落語を中心とする番組づくりをせざるをえなかったのである（ｂ，５４頁）。
活動写真や凋落傾向にあった落語の代替として，吉本は１９２１年に，東京で「安来節」の売りだしに
成功している。芸人の獲得には苦労したが，出雲地方における正之助の積極的なスカウト活動が功を
そうしたのである。
１９２３（大正１２）年９月１日の関東大震災に際し，せいは慰問品を持たせて正之助らを東京に派遣し
ている。演芸場のなくなった芸人たちに大阪で出演させようという考えからである。その結果，柳家
小さん，柳亭左楽らの東京の一流芸人を大阪に呼ぶことができ，同時に東京に吉本の名前を広めるこ
とに成功している（ｄ，２９頁）。
翌１９２４（大正１３）年２月，泰三（３９歳）が逝去し，せいは正之助（２５歳）に吉本の経営を執らせる
ことにしている。
１９２５（大正１４）年にラジオ放送が始まったが，吉本は，当初このメディアに対して消極的であっ
た１９。「ラジオで，無料で落語を聴かせたら寄席小屋に客が来なくなる」というのがその理由であっ
た。この状況下で，落語に替わる新しい商品を創造することが吉本の経営課題であった。それは，万
歳（萬歳）であった２０。
活動写真の人気が高まる一方で，落語の人気凋落によって経営に危機感をもった正之助は，万歳の
充実に力を注ぐようになる。例えば，１９２６（大正１５・昭和元）年１０月に，当時人気者だった花菱ア
チャコをスカウトして万歳をさせている。さらに，万歳の舞台では，新しい舞台演出として，一様に
和洋合奏の出囃子やマイクを採用している。万歳以外にも，同年１１月には新世界の芦辺館から花月乙
女舞踏団をデビューさせ，寄席小屋の一部を活動写真館にし，雑誌『笑う往来』を創刊して吉本の番
組宣伝にも乗り出している（ｄ，３３－３４頁）。この年の終わりに吉本は２３組の万歳陣をかかえている。
その後，万歳を中心に吉本は事業を展開している。例えば，松竹と提携し，１９２７（昭和２）年８月
に道頓堀座の弁天座で「諸芸名人大会」を，同年１２月に「全国万歳座長大会」を開催し，この２つの
興行で大成功をおさめている。これによって，万歳の世間的な地位の向上と大劇場への初進出を実現
している２１。
１９）ラジオの受信機は，１９２６年には全国で２５万８千台であったが，１９３１（昭和６）年には１００万台を超えている。１９１４年
に，大阪市の人口は２１１万人になり，日本第一位，世界第六位の都市になっていた。この人口の増加は吉本にとっては
好ましいことであった。大阪市郊外の住宅地から梅田を中心とするオフィス街へ出勤するサラリーマンも増えていた
（ｄ，３１頁）。
２０）万歳のルーツには諸説あるが，祝福芸の「萬歳」にあるといわれている。これが演芸になっていくきっかけは，１９０１
年から日露戦争にかけて大阪の千日前で大流行した江州音頭だったとされている（ｂ，６５頁）。
２１）この興行の直後，松竹は吉本専属の万歳師を引抜こうとしている。演劇・映画界で力をもつ松竹でも吉本の万歳に警
戒心を抱いていたと思われる（ｂ，８２頁）。この後，松竹は砂川捨丸を中心にしばらくは落語に力を注ぐが，長続きし
なかった。不況の中でも万歳の人気は高まる一方であり，１９２９（昭和４）年には，落語中心の南地花月の１日の平均入
場者数が１６２人に対して，万歳を中心とする第一愛進館は昼夜３回興行で１４４８人であった。１９２８（昭和３）年の当時，
吉本専属の万歳師は４８組であり，専属を希望する万歳師はかなりいたようである。これは，吉本専属の看板があれば地
方巡業に出たときギャラや待遇がよくなるメリットがあったことによる。なお，この年，せいは勅定紺綬褒賞を受賞
し，正之助の実弟である林弘高が東京の営業責任者になって安来節の興行を開始している（ｄ，４０頁）。
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③現代漫才の確立期（昭和５年－昭和９年）
１９３０（昭和５）年は世界的に不景気な年であった。街中には退廃的な様相が漂い，チャールストン
が流行していた。前年にニューヨークで始まった金融恐慌によって，日本にも大不況の波が押し寄せ
てきた。この不景気に対して正之助は，千日前の南陽館を万歳専門館にし，入場料も十銭均一にして
いる（当時，きつねうどん１杯が十銭）。さらに，１０日間の「万歳舌合戦」を開催し，それに人気投
票を付加している。これによって，客層にも変化が起こった。従来は，万歳の客層は職人や職工が中
心であったが，南陽館には洋服姿のサラリーマンや学生が増えてきたのである。つまり，万歳の客層
が庶民層からインテリ層あるいは中産階級層にまで拡がったのである（ｄ，４１頁）。
しかし，正之助は万歳の客層は拡大しているが，その一方で万歳の番組の内容が旧態以前とした庶
民層相手のレベルで終わっていることに危惧を抱いていた。当時の万歳は，従来と同様に下品で卑猥
な話を中心に，舞台上でのドタバタ踊りと唄が主だったのである。
正之助は，この時期に人気者の横山エンタツをスカウトし，上述の花菱アチャコとコンビを組ませ
ている。そして，エンタツ・アチャコと名づけたこのコンビに洋服を着せ，踊りも唄もない会話だけ
の万歳をさせている。いわゆる今日の「しゃべくり万歳」の原形である。これが万歳の大人気につな
がっていくのである（ｄ，４２頁）。
１９３０年の「桂春団治のラジオ無断出演事件」を機に，正之助は従来から抱いていたラジオに対する
考えを改めて，逆にラジオによる宣伝力を認めるようになる。また，１９１８年に旗揚げした「大八会」
が完全に消滅し，大阪の演芸界は吉本がそのほとんどを掌握するようになった（ｄ，４６頁）。
１９３２（昭和７）年に満州の慰問から帰ってきたエンタツ・アチャコの万歳は大入り満員となっ
た２２。同年の３月に，吉本興行部は「吉本興業合名会社」に改組されている。同時に，せいが主宰者
（出資金４万円），正之助が総支配人（出資金２万円），実弟の林高弘が東京支配人になった。この時
点で，吉本が所有および提携していた劇場および演芸場は，大阪２６軒，京都９軒，神戸３軒，名古屋
１軒，横浜３軒，東京５軒の合計４７軒であった２３。
１９３２（昭和７）年１０月に橋本鐵彦（後，社長）が入社し，１９３３（昭和８）年１月に，彼の提案に
よって吉本の社内には文芸，宣伝，映画の３部門が設けられた。また，同年，橋本は『吉本演芸通
信』を創刊し，その中で「万歳」を今日の「漫才」の字に改めている。この年，エンタツ・アチャコ
の漫才である「早慶戦」が大人気をえている（ｄ，５１頁）２４。
１９３４年，吉本は，事務員の服装を着物から洋服に変更し，大福帳を新しい帳簿に変更して，経営面
２２）吉本は，１９３１年１２月に，当時の戦局に対応して，満州駐屯軍のために朝日新聞と協賛でエンタツ・アチャコらの慰問
団を派遣している。これは，新聞報道の効果をねらった正之助の考えである（ｂ，１１９頁）。後，１９３３年１１月にも満州駐
留の関東軍に慰問団を派遣している。
２３）この当時の演芸場での主な番組は「落語，漫才，漫談，奇術，音曲，漫芸，歌謡，日本舞踊，レビュー，新舞踏，喜
劇，剣戟，ジャズ，民謡，曲技，寸劇，モダーンコメディ，歌舞伎等々諸芸何でも網羅します」である（ｄ，４９頁）。
２４）当時，東京でも新しい笑いが人気を博していた。４月には浅草で喜劇団「笑いの王国」が旗揚げした。メンバーは，
古川緑波（ロッパ：声帯模写），徳川夢声と大辻司郎（漫談家）らである。３０銭の入場料も手伝って人気を博し，後，
エノケン（榎本健一）一座と浅草軽演劇の黄金時代を築いていくことになる（ｄ，１３６頁）。さらに翌１９３４（昭和９）年
１月に，東京宝塚劇場が有楽町に開場し，宝塚少女歌劇が松竹歌劇団と人気を競い合うことになる。
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における近代化の導入に努めている（ｄ，５２頁）。また，いち早くショービジネスとして，アメリカよ
り「マーカスショウ」を招聘したり，吉本における初のラジオ放送の中継を法善寺花月より行ったり
している。同時期に日活と提携した初の映画作品である「佐渡情話」でも人気をえている。漫才は，
東京進出を意図して４月と８月に「特選漫才大会」を新橋演舞場で開催している（ｂ，１４０頁）２５。
しかし，その一方で，人気を極めたエンタツ・アチャコがわずか４年あまりでコンビを解消し，桂
春団治（５７歳）が逝去している。
（２）戦禍を越えて（昭和１０年－昭和４４年）
①文芸部の創設・活躍（昭和１０年－昭和１９年）
当時，橋本は下品で卑猥な話が中心であった漫才について，生活に密着し，世相を風刺した漫才に
変える必要性を感じていた。彼は，文芸部の社員として学歴・素養のある社員を起用して台本をつく
り，さらに演出をも加えようと考えていたのである。１９３５（昭和１０）年に入社するのが，帝国大卒の
秋田実や長沖一らである（ｄ，５９頁）。彼らは，低級，下劣，卑猥と蔑まれ続けてきた万歳を明るく，
軽やかで大人から子供までが一緒に楽しめる漫才へと変貌させるのに大きな力を発揮したのであ
る２６。なお，この年に，吉本行進曲がこの文芸部を中心に作られている２７。
１９３６（昭和１１）年には，吉本は漫才レコードを発売している。また，エンタツ・アチャコ主演の
トーキー映画「あきれた連中」が大人気をえて，正之助はさらにこれを実演化して道頓堀の浪花座の
舞台で上演するという新しい興行のスタイルを切り開いている（ｂ，１５０頁）。
１９３７（昭和１２）年には，文芸部の秋田を校長とした「漫才学校」を開校し，新人の発掘・養成を
図っている。これは，今日でも形を変えて続いている。多様なメディアへの露出に成功し，同時に芸
人の養成という不安要素を軽減できたことについては，この文芸部の力が大きいといえる。つまり，
文芸部は台本の創作ばかりでなく，芸人を指導し，育てていくという現在のプロデューサー的な役割
をも果たしていたのである（ｂ，１５３頁）。
この年，新人コンビのミスワカナと玉松一郎によって「歌謡漫才」が始まっている。これは，ミス
ワカナが玉松一郎のアコーディオンに合わせて流行歌を歌いまくる形態であり，エンタツ・アチャコ
のしゃべくり漫才に対する新しい漫才の形態である（ｂ，１６７頁）。
その後，戦局が徐々に拡大していったが，吉本は，１９３８（昭和１３）年１月と１１月の２回，朝日新聞
との提携事業により戦地慰問団「わらわし隊」を北京等へ派遣している。
１９３９（昭和１４）年に，松竹は「新興演芸」を設立し，吉本より芸人を引抜き始めた。ミスワカナ・
一郎，ラッキーセブン，および一部の文芸部の従業員が移籍したが，吉本の大勢に大きな影響はな
かった。１９４１（昭和１６）年に，吉本の全国主要都市における所有および提携している劇場と演芸場は
２５）東京については，ショービジネスにも力を注ぎ，１９３５年，浅草六区に東京吉本花月劇場を開場し，東海林太郎らの歌
手や永田キング一座等で２００名を超える出演者を擁して人気を博している。翌１９３６年にはタップ・ダンスの中川一郎が
帰国し，松竹，東宝へ迫ろうという勢いを示したようである（ｄ，１５８頁）。
２６）１９３５年８月，秋田実を編集長にして大衆娯楽雑誌である「ヨシモト」を創刊している。
２７）吉本行進曲については，吉本興業編（１９９２），５９－６０頁を参照。
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６０ヶ所にまでなっている。
②戦後復興期の模索（昭和２０年－昭和３３年）
１９４５（昭和２０）年に戦争は終結したが，吉本は劇場等の大半を空襲で失ったために，専属の芸人は
アチャコ一人にした。その一方で，同年９月に難波大阪花月劇場を，同年１２月に浅草大都劇場を開場
している。正之助は，将来の興行については，映画に生き延びる活路があると考え，洋画の上映を主
体にした劇場興行を再開したのである。同様に，翌年，千日前劇場，梅田グランド，千日前常磐座，
京都新京極花月，弥生グランド劇場等を開場している。それと並行するように，映画製作にも積極的
に取り組み，１９４６（昭和２１）年１１月には，東京都練馬区大泉に映画スタジオを創設している。戦後初
の吉本の映画作品は，１９４８（昭和２３）年１２月に封切した「大島情話」である（ｄ，９９頁）。
また，同年の１月７日に，吉本は資本金６５０万円の株式会社になっている。せいが会長で，正之助
が社長である（同年の６月に増資され，資本金は２６００万円となる）。翌１９４９（昭和２４）年５月には大阪証券取
引所に上場している。しかし，翌年の１９５０（昭和２５）年の３月に，せい（６２歳）が逝去した。せいの
死後，吉本は正之助を中心に経営が行われていくことになる。なお，１９５３（昭和２８）年に，吉本は本
社を大阪市南区河原町１－１５１４（現在の大阪市中央区難波千日前１１－６）に移転している。
当時，洗濯機・冷蔵庫・掃除機が「三種の神器」として世間では流行語になった。また，映画業界
は空前の人気をえて，映画館の建設が非常に増えていた。その一方で，新しいメディアであるテレビ
が徐々に個人の家庭などに普及しつつあった２８。
その後，テレビが家庭にますます普及する時代をむかえ，舞台興行の番組が中継されるようになっ
て，漫才には大きな変化が生じている。具体的には，舞台上で動的な動きが加わるようになってい
る。従来，ラジオでは舞台上での動きが伝わらなかったが，テレビでは，話芸にアドリブとギャグ，
滑稽なアクションを加えて笑わせる動的な漫才が脚光をあびるようになったのである。この変化に
よって，ミヤコ蝶々・南都雄二，中田ダイマル・ラケット，夢路いとし・喜味こいし，鳳啓介・京唄
子らが有名になっている。
大阪では，１９５４（昭和２９）年３月に NHK大阪テレビジョンが開局し，その後，現在の民間テレビ
放送局も次々に開局していった。具体的には，１９５６（昭和３１）年１２月に OTV（大阪テレビジョン。後に
大阪朝日放送と合併）が，１９５８（昭和３３）年８月に讀賣テレビが，１１月に関西テレビが，翌１９５９（昭和
３４）年３月には新日本放送（現在の毎日放送）が開局した。これらのテレビ放送局は，寄席小屋の中継
番組や演芸番組を頻繁に放送していた。
テレビ放送局が次々に開局していたころ，吉本は，映画の製作・企画・上映と舞台興行を中心に事
業展開をしていたが，別の興行や事業も行っている。例えば，１９５３年の江利チエミ帰国公演や１９５８年
の京都と大阪とでのプロレス興行がある（ｄ，１０３頁）。また，吉本の所有施設での喫茶店経営や賃貸事
業経営がある（ｄ，１０８頁）。
２８）当時，阪急グループの創業者である小林一三は，テレビが普及する前に「テレビというのは，恐竜の卵みたいなもん
です。今，踏みつけたら簡単につぶれるが，これが孵化したら将来，恐ろしい怪物になります」といっている（ｃ，１４０
頁）。なお，１９５８年５月にテレビ受像機は１００万台を超え，翌年の４月の皇太子御成婚直前には２００万台を超えている。
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③花のれん再生期（昭和３４年－昭和３７年）
このころより，八田竹男や中邨秀雄（両者とも後に社長になる）らを中心に，社内では演芸復活の声が
あがりだしている。しかし，映画興行の事業成績が好調であったために，社内では消極的な意見が大
勢を占めていた。正之助も芸人への対応のわずらわしさを考慮すると消極的であった。
しかし，正之助は八田らの熱意に動かされ，再び演芸に乗り出している。１９５９年には，うめだ花月
劇場を演芸場として開場し，同年３月１日午後４時半から「吉本バラエティ：アチャコの迷月赤城
山」として，吉本は新日本放送との共同制作によって同時中継を行っている（新日本放送はこの日が本放
送開始日であった。後，これは「アチャコ武芸帳」として１３本制作された）。同年６月，この番組中継は，毎週日
曜日の昼の時間帯に４５分間番組としてレギュラー化されている（ｂ，２１６頁）。その一方で，松竹新喜劇
が渋谷天外や藤山寛美などのスターを擁して急成長を遂げていた時期であった。松竹は NHKや民間
テレビ放送局に何本ものレギュラー番組をもち，その内容でも大きく吉本を引き離していた（ｂ，２１６
頁）。吉本は，演芸や新コメディにおいて松竹に及ばないのが当時の状況であった。そこで，笑福亭
松之助や白木みのるらが舞台を跳ね回るドタバタコメディに番組の変更を図っていったのである。こ
れが，今日の吉本新喜劇の原形である（ｂ，２１７頁）。
この番組は，１９６２（昭和３７）年６月，吉本バラエティから「吉本新喜劇」に番組名を変更してい
る。吉本はこの番組を「こける・どつくのスポーツコメディ」と揶揄され，さらに，番組に出演する
芸人を集めることにも苦労している。当時，吉本の専属の芸人には，将来に不安を感じて辞めていく
者も多かったのである。よって，番組に登場する芸人の多くを劇団やプロダクションから借受けてい
るという状態であった。１９６０（昭和３５）年以降のしばらくの間は，公募した研究生を採用して舞台に
立たせている２９。
１９６０年１２月に，吉本は吉本ビルを完成（現在の大阪市中央区心斎橋筋二丁目６番５号）させ，同時に飲
食・遊戯業などの事業に進出している。また，１９６１（昭和３６）年１０月には，東京証券取引所２部に上
場している。このころ，映画業界は徐々にテレビ番組や他の娯楽産業（温泉，ヘルスセンター，スポーツ
興行等）の人気に圧倒されるようになっていた。しかし，吉本はテレビ放送局との提携を強めること
で徐々に事業成績が向上していった。
④事業拡大（昭和３８年－昭和４４年）
１９６３（昭和３８）年５月に，正之助は病気により社長を実弟の林弘高に譲っている。同年７月には，
なんば花月が演芸館になり，うめだ花月に続いて吉本新喜劇のテレビ中継が始まった。しかし，八田
らの努力にもかかわらず，花月劇場全体の客の入りは伸びなかった。売上も伸びず，衣装代や従業員
の給料支払に遅延することがあった（ｂ，２１９頁）。
この当時の吉本の経営危機を救ったのは，林弘高が発案したボーリング場経営であった。１９６４（昭
和３９）年４月には，西日本最大のボーリング場「ボウル吉本」をオープンさせた。これは，大阪に
ボーリングのブームをもたらした。吉本の１９６５（昭和４０）年３月期の決算における営業収入は３億７９
百万円で，前年比５９％増であったが，この内，２億９４百万円はボーリング場経営による収入であっ
２９）この第１期生に，岡八郎，藤井信子らがいる（ｃ，２０１頁・２０３頁）。
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た。しかも，その数字の中にはボーリング場に付随するレストラン売上等は含まれておらず，映画興
行の低迷と演芸場の不人気という状況下で，ボーリング場経営によって，吉本は会社の経営を支えて
いたのである（ｂ，２２０頁）。
１９６６（昭和４１）年になると，林弘高が病気になり，再び正之助が経営の指揮をとっている。当時，
吉本の従業員は３５０人を超えていたが，同年に制定した社是社訓が効力を発揮していた３０。１９６９（昭和
４４）年に林弘高は辞任し，正之助が社長になっている。
その後も演芸場の客の入りは低迷していたが，１９６７（昭和４２）年に，笑福亭仁鶴がラジオの深夜番
組に出演し，若者の人気者になっている。１９６９年に，桂三枝が毎日放送のテレビ番組で人気者にな
り，続いて，横山やすし・西川きよしの漫才にも人気が出始めるようになっている。このころより，
従来の芸人と呼ばれた者たちよりもむしろ，タレントと呼ばれる者が人気をえるようになっている。
この当時の人気番組に，毎日放送制作の「ヤングおー！おー！」がある。これは，従来のテレビ局
主導の劇場中継ではなく，テレビ局の番組制作に吉本が本格的に取り組んだ番組である。この番組の
制作形態は，今日ではユニット制作と呼ばれ，番組の企画やタレントの手配，および撮影機材用意ま
での番組制作の一式を請け負うものである。この制作形態は，今日でも吉本に大きな利益をもたらし
ている（ｄ，１４０頁）。
（３）「笑いの大国」再び（昭和４５年－昭和６２年）
①ユニット制作とテレビ戦略（昭和４５年－昭和５０年）
１９７０（昭和４５）年に，大阪万博の人気で各花月劇場には客が殺到している。笑福亭仁鶴，桂三枝，
横山やすし・西川きよしらを中心に，テレビ・ラジオ番組の人気者を一目見ようと，寄席小屋や演芸
場に若者が殺到したのである。これによって，所有劇場の売上は増加している（ｂ，２２３頁）。１９７３（昭
和４８）年度の売上高は，４億９０百万円であったが，この内の３億１５百万円は，花月３館（梅田，難
波，京都）での売上である（ｂ，２２４頁）。
さらに，テレビ局との提携を強めるために，および蓄積してきたテレビ番組制作能力を活かすため
に，１９７３年に吉本はテレビ番組制作の専門子会社「アイ・テイ・エス」を設立している。これによっ
て，芸人やタレントを単純にテレビ番組に売り込む方式から番組の一切を企画して，テレビ局に販売
３０）社是社訓（昭和４１年４月１日制定）は以下のとおりである。１９６２年１月２０日，「全吉本興業労働組合」が結成され，
全従業員が協調し，こぞって業務に専念することを明らかしたのがこの社是社訓である（ｄ，１３１頁）。
社是
１、大衆と共に生き、大衆に奉仕することを我らの誇りとし我が社の使命とする。
１、日々創意工夫と熱意をもって、仕事に取り組み、言動には堅く責任をとろう。
１、事業の興亡は人にある。我が社と苦楽を共にし、あらゆる試練を克服して感謝と反省を忘れず、働くことに歓びを
もとう。
１、我が社の発展充実は、我らの不断の努力と、日常の誠実による。
１、社則を守り、公私の別を明かにし、常に和をもって協力一致の実を挙げよう。我らの希望は我が社の明日への進歩
にある。
社訓
我ら労使は協調して，社業に精励，もって社会の文化向上に貢献し，且つ株主の信任に応えねばならない。
社則は信賞必罰の精神のもとに，厳正なる秩序を確立し，業務の円滑なる運営をはかるため，遵守すべきものである。
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するユニット制作の方式を積極的に行うことができるようになった。また，子会社として１９７５（昭和
５０）年には，吉本音楽出版を設立している。これは，芸人やタレントがレコードを出すことが急激に
増えてきたからである。このころから吉本は，子会社設立によって事業展開を行うようになってい
る。
②東京進出と MANZAI人気（昭和５１年－昭和６２年）
上述のように事業成績が向上することによって，１９７５（昭和５０）年に，吉本は長期借入金をゼロに
している。しかし，１９７６（昭和５１）年から１９７８（昭和５３）年にかけては，営業収入の約６割をあげて
いた興行部門が落ち込み，１９７７（昭和５２）年３月期決算では戦後初めての減収であった（ｂ，２２４頁）。
この年，八田が社長になり，正之助は会長になっている。
１９８０（昭和５５）年に，制作部直轄の東京連絡所を開設している。この年，漫才がMANZAIとなっ
て爆発的な人気を博している（ｃ，３２３－３４９頁）。売上高は，５５億８０百万円になり，翌１９８１（昭和５６）
年には６３億６０百万円になっている。しかも，東京進出によって大阪中心だった芸人やタレントが全国
ネットのテレビ・ラジオ番組に出演する機会が増え，彼（女）らの人気も全国的になっていったので
ある。彼（女）らが出演する番組は，週に１００本を越えるようになっていた。とくに，テレビ番組の
関連による売上高は，この年の売上高の約半分を占めるようになっていた（ｂ，２２５頁）。同時期に，さ
らに客を獲得するために PR雑誌「よしもとマンスリー」を創刊している。
１９８２（昭和５７）年，吉本は「吉本総合芸能学院（NSC : New Star Creation）」を開設している。これ
は，従来の徒弟制とは異なるタレント養成・発掘を目的にした学校である。
上述のMANZAIの人気は約２年間で終わり，演芸界全体に人気の凋落傾向がみえるようになっ
た。１９８４（昭和５９）年春には，松竹の角座はついに閉館に追い込まれ，吉本の花月劇場にも空席が目
立つようになっていたのである（ｂ，２２６頁）。
その一方で，東京のテレビ番組の部門は好調であり，その目玉商品が「明石家さんま」である。彼
のレギュラー番組は年間３０本を超えている。しかし，吉本の強みはひとりのスターの人気に依存して
いないところにある。スター以外のベテランや脇役もテレビ番組の部門の好調を支えていたのである
（ｂ，２３１頁）。また，吉本は，当時，大阪の企業の多くが東京へ本社を移動していたが，大阪に基盤を
置き続ける姿勢をくずしていない。それは，大阪で芸の基本を鍛えてから東京に送り出せばよいと考
えていたことと，東京の芸人やタレントは商品としての寿命が短いことがその理由である。この点に
ついては，「大阪は大阪のままでいい。本当に優れたものなら大阪も東京もない。全国に通用するは
ずだ」と中邨は指摘している（ｂ，２３２頁）。
１９８６（昭和６１）年５月，吉本は本社ビル（吉本ビル）の３階に「心斎橋筋２丁目劇場」を開場して
いる（ブロードウェーの「４６丁目劇場」にヒントを得た若手タレントの実験場）。ここから，ダウンタウン，非常
階段などの NSC卒業の漫才コンビが登場している（ｂ，２３３頁）。この年の７月，８７歳で正之助は会長
と社長を兼務するようになる。これは，MANZAIブームの後の危機感によるものであった。また，
この年に機構改革を行なっている。大きな改革は，テレビ・ラジオ部を課として制作部の下においた
ことである（後，１９８７（昭和６２）年に映像メディア部に名称変更）。これに併せて劇場での興行売上とテレ
ビ・ラジオ番組の関連による売上を分離し，独立採算性を実施している。これ以外に，事業部（吉本
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会館のテナント管理，キャラクター商品開発，映画館３館の運営）と営業部（CM制作や自主公演のプラン化）を新
設している。なお，これらの管理業務についてコンピューターの導入による事務合理化をも図ってい
る。その後，１９８７（昭和６２）年１０月には，地方興行・演芸配給のために演芸業務部を，さらに旅行代
理店業務のために旅行業務部を新設している（ｄ，１８７頁）。同年１１月には，吉本はボウル吉本を改修
し，新しく「吉本会館」を開場している。ここには，なんばグランド花月，NGKホール，デッセ・
ジェニーを開場し，本社も移転している。１９８８（昭和６３）年には，京都花月劇場跡に京都吉本ビル・
パッサージオを竣工している。１９９０（平成２）年には，なんば花月跡に SWINGよしもとを竣工し，
ベイサイドジェニーを天保山ハーバー・ビレッジに開場している。また，全国展開を図るために，１９８８
年に名古屋事務所を開設し，１９８９（平成元）年に福岡事務所を設立している。さらに，静止衛星によ
るテレビ多チャンネル時代の到来をにらみ，「スカイネットコミュニケーション」という会社を設立
している。
（４）２１世紀のカウントダウン（昭和６３年－）
MANZAIの人気によって吉本の看板の座を奪われた吉本新喜劇は，１９８９年に「やめよッカナ？新
喜劇」というキャンペーンを繰り広げ，出演メンバーを一新し，再び人気を取戻すようになってい
る。このころ花月３館の興行売上は再び増加している。また，これらは新たな芸人やタレントの育成
場でもあった。この時期は，テレビ番組で人気の出た芸人やタレントが出演すると劇場の入場客が増
えるという，テレビ番組と劇場との相乗効果が出始めた時期である（ｄ，１６５頁）。
１９８８年度の売上高は，それまでの７年間にわたる６０億円前後の数字から８５億円に達した。また，こ
の年度中に，借入金がゼロになり，完全な無借金経営となっている。１９９０年度の売上高は，大阪市で
開催された「花と緑の博覧会」の効果によって，初めて１００億円を越えて１０１億４２百万円になっている。
社長に復帰した正之助を中心に進んでいた吉本であるが，１９９１（平成３）年４月に，正之助が逝去
（９２歳）し，次には，中邨秀雄が社長に就任している。
その後の吉本のあゆみは，HP（ホームページ：http : //www.yoshimoto.co.jp/）を参照していただき
たい。１９９３（平成５）年には，経営理念３１を制定し，１９９５（平成７）年に CI（Corporate Identity）活
動を行っている。現在は，吉野伊佐男氏が社長である（なお，２００５年（平成１７）年１月３日に社長で
あった林裕章氏が逝去されている）。
（以下，次号に続く）
３１）経営理念等（平成５年制定・平成６年４月改定）は次のとおりである。
  経営理念
我が社の社員の幸せは自ら楽しんで生きることで社会に貢献し，人々を幸せにすることである（※これは，ソフト
産業への変換を図るために従業員の意識改革を意図しての改定である）
  個人の行動規範
我が社の社員のありかたは，自分の人生をふかく愛し，いっぱい会社で遊び，創造の夢と破壊の勇気，おおらかな
自信と率直な謙虚，日常の誠実と明日への飛躍を，気楽に持ち備えていることである。
 組織の行動規範
我が社の仕事のありかたは，夢から笑顔を創造するために，個人の興味と力を組織に生かし，あらゆるものと融合
し，結果として，蓄積と発展を生み出すことである。
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資 料
１．企業概要
 商号等
商号 吉本興業株式会社（YOSHIMOTO KOGYO Co.,Ltd. :１９４８（昭和２３）年１月７日社名変更）
本店・大阪本部 大阪市中央区難波千日前１１番６号
東京本部 東京都千代田区神田神保町一丁目１４番タイセイ吉本ビル
創業 １９１２（明治４５）年４月１日（設立１９４８年１月７日）
資本 資本金４８億６９５万円（２００４年９月末）
株式 大証１部・東証１部・京証上場（なお，京証については，２００１（平成１３）年３月上場廃止）
従業員 ２３６名（連結：４４３名，タレント７００名；２００４年３月末）
事業 テレビラジオ，CMその他映像ソフトの企画，制作および販売。広告事業。不動産事業。トラベル事業。ショウビ
ジネス。サテライト事業等。ライブ，パブの経営，その他商業施設の開発，運営。
取引 民間テレビ・ラジオ放送局，NHK，電通，博報堂他
 決算・資産（決算時期は，毎年３月末日）
売上高 ３８，２００百万円（連結；２００５年３月期）
営業利益 ４，４００百万円（同上）
当期利益 ２，２００百万円（同上）
事業所
東海支社・福岡事務所・札幌事務所・広島事務所
直営所・子会社・関連会社
直営所・子会社・関連会社については，吉本の HPを参照。
２．歴史
吉本の歴史については，吉本興業編（１９９２），および吉本の HPを参照。
３．組織図
吉本の組織図については，吉本の HPを参照のこと。
４．写真資料
写真１ 吉本興行部に入部したころの正之助（手前右。子供の後ろ左より吉本泰三，せい）
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写真２ 会長時代の正之助（右は，笑福亭仁鶴）
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